








1.研究目的 

 近年疫学的及び実験的研究により、喫煙が人々の健康に悪影響を及ぼすことが明らかに

されてきた。妊婦においても、本人の喫煙が低出生体重、流早産、周産期死亡、先天奇形

など、妊娠分娩のリスクを高めることが明らかにされつつある。一方、家庭や職場等にお

いて喫煙者の近くにいる非喫煙者の妊婦や小児が、いわゆる受動喫煙によって喫煙者と同

じように健康被害を受ける可能性を示唆する報告も散見されるが、国内外を含めてまだ研

究は少なく、断定的な結論を得るには至っていない。 

 今後禁煙や節煙の教育、指導も含めて、妊婦の喫煙や妊婦・小児の受動喫煙の分野の調

査・研究を充実させ、喫煙や受動喫煙が母子の健康にどのように影響するかを明らかにす

ることは、わが国の母子健康対策を推進するうえで有用な基礎資料を提供するものと思わ

れる。 

 今回は初年度の報告として、国内外の文献を中心に、研究協力者の研究の概略を紹介す

る。 


